
（４） ２００２．８．２１

ご
　
案
　
内�

　

弔
慰
金
・
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
対
象　

昭
和　

年
７
月
７
日
以
後
の

１２

公
務
傷
病
等
に
よ
り
①
昭
和　

年　

月

１６

１２

８
日
以
降
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に

１３

３１

死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
②
重
度
の
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
方
③
重
度
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
っ
た
方
の
遺
族

○
支
給
内
容　

①
・
③
＝
弔
慰
金
２
６

０
万
円
▽
②
＝
見
舞
金
等
４
０
０
万
円

○
請
求
期
間　

平
成　

年
３
月　

日
ま

１６

３１

で□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

　

自
分
自
身
の
生
活
も
大
切
に
し
な
が

ら
介
護
を
す
る
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、

日
々
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
考
え
ま
す
。
下
表
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

○
対
象　

高
齢
者
介
護
に
関
心
の
あ
る

方○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　

８
月　

日
午
前
９
時
か

２１

ら
電
話
で
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）
へ
。

※
基
調
講
演
は
手
話
通
訳
で
も
ご
案
内

し
ま
す
。

※
託
児
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）
を

ご
希
望
の
方
は
、
申
込
時
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

　

地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る

訪
問
看
護
師
と
、
訪
問
看
護
の
魅
力
と

や
り
が
い
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

○
対
象　

看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

○
日
時　

９
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２８

１０

　

分
〜
正
午

３０○
会
場　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
多

目
的
実
習
室（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
介
護
課

（
11
７
２
４
・
２
１
４
６
）
へ
。

　

町
田
弁
護
士
ク
ラ
ブ
、
東
京
税
理
士

会
町
田
支
部
、
東
京
司
法
書
士
会
町
田

支
部
の
協
力
で
法
律
・
税
務
・
登
記
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
時

間
は
１
人　

分
以
内
で
す
。

３０

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

○
日
時　

９
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時

〜
４
時
（
受
付
＝
午
後
０
時　

分
〜
３

３０

時
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階

□問
 

市
民
相
談
室
11
７
２
４
・
２
１
０
２

　

市
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な
事
業
や
、

今
後
の
市
政
の
展
望
・
課
題
に
つ
い
て

市
民
の
方
の
率
直
な
意
見
を
お
伺
い
し
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
に
生
か
し
て
い
く
た

め
、
市
民
意
識
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

方
４
０
０
０
人
を
対
象
に
行
う
も
の

で
、
９
月
上
旬
ま
で
の
間
に
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
の
対
象
者
と
な

っ
た
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

政
策
審
議
室
11
７
２
４
・
２
５
０
３

　

市
で
は
、
現
在
街
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
２
０
０
４
年
４
月
を
目
指
し
て

「
（
仮
）
町
田
市
街
づ
く
り
条
例
」
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
施
行

ま
で
の
間
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
事
例
を

　

た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
す
る
建
物

は
、
ひ
と
た
び
地
震
や
火
災
が
起
こ

っ
た
場
合
、
大
き
な
災
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。
も
う
一
度
、
あ
な
た
の
所

有
す
る
建
物
の
健
康
診
断
を
し
て
下

さ
い
。

☆
劇
場
、
百
貨
店
、
病
院
、
マ
ン
シ

ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
建
物
は
、

定
期
調
査
報
告
が
必
要
で
す
。

☆
外
壁
タ
イ
ル
の
落
下
、
窓
ガ
ラ
ス
の

落
下
、
広
告
板
の
落
下
な
ど
は
大
災
害

に
な
り
ま
す
。

☆
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀

は
安
全
で
す
か
。
ひ
び
割
れ
、
転
倒
の

お
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
建
築
士
等
の

専
門
家
に
ご
相
談
下
さ
い
。

□問
 

建
築
指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
６
２

建
築
物
防
災
週
間  
８
月　

日
〜
９
月
５
日

３０

建
物
も
あ
な
た
と
同
じ
健
康
診
断

　

８
月　

日（
土
）は
、
「
納
涼
の

３１

夕
べ
」
開
催
の
た
め
、
本
庁
舎
駐

車
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
６
５

中

止

し

ま

す

市
役
所
駐
車
場
の
一
般
開
放

参
考
に
し
な
が
ら
、
住
民
主
体
の
自
主

的
な
街
づ
く
り
活
動
を
更
に
推
進
し
て

い
く
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
街
づ
く
り

活
動
の
進
め
方
や
検
討
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
９
月
中
旬
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

※
説
明
会
の
日
時
・
会
場
に
つ
い
て
は

申
し
込
み
さ
れ
た
方
へ
後
日
通
知
し
ま

す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方
（
個
人
ま
た

は
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
単
位
も
可
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
都
市
計

３０

画
課
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

１９４

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
５
３
８
、
55

２０

２３

７
２
４
・
１
１
９
２
）
へ
。

【　

月
分
】

１１

　

「
星
の
ふ
る
さ
と
」
長
野
県
川
上
村

に
あ
る
自
然
休
暇
村
は
、
町
田
か
ら
車

で
約
４
時
間
。
豊
か
な
自
然
を
ご
堪
能

下
さ
い
。

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、　

月
１１

１
日
〜　

日
で
す
。

３０

※
キ
ャ
ビ
ン
は
、　

月
４
日
以
降
、
来

１１

年
４
月　

日
ま
で
冬
季
閉
鎖
し
ま
す
。

２７

※　

月　

日
、　

日
は
休
館
日
等
の
た

１１

１２

１３

【　

月
分
】

１２

　

緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
楽
し
く
野
外

活
動
を
し
て
い
た
だ
く
施
設
で
す
。
キ

ャ
ビ
ン
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
野
外
炊
事

場
、
工
芸
小
屋
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

本
館
は
防
音
設
備
も
完
備
さ
れ
、
楽
器

の
練
習
等
も
で
き
ま
す
。

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、　

月
１２

１
日
〜　

日
で
す
。

２７

※
月
曜
日
の
午
後
並
び
に
火
曜
日
及
び

　

月　

日
〜　

日
は
休
館
で
す
。

１２

２８

３１

※
市
の
事
業
等
実
施
の
た
め
、
利
用
で

め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
、
在
勤

の
方
と
そ
の
家
族

※
朝
夕
２
食
２
０
０
０
円
で
食
事
を
提

供
し
ま
す
（
要
予
約
）。

※
９
月
分　

月
分
の
予
約
も
受
け
付
け

１０

て
い
ま
す
。
空
室
状
況
に
つ
い
て
は
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
内
部
障
が
い
は
３
級
も

含
む
。
愛
の
手
帳
１
度
・
２
度
）
の
方

を
対
象
と
し
た
○障
 

受
給
者
証
の
更
新
が

行
わ
れ
、
９
月
か
ら
新
し
い
受
給
者
証

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
額

を
超
え
る
方
（
下
表
参
照
。
９
月
１
日

か
ら
適
用
）
、
障
が
い
者
と
な
ら
れ
た

年
齢
が　

歳
以
上
の
方
、
○老
 

老
人
医
療

６５

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
住
民
税
が
課
税

の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
○障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に

１４

転
入
さ
れ
た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
の
所
得
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は
障

害
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

□問
 

障
害
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
８

　

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
で
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
発
達
の
遅

れ
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の
「
就
学

相
談
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

更

新

し

ま

す

○障
 

受
給
者
証

就

学

相

談

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
た
め
の

　

こ
の
相
談
は
、
町
田
市
障
が
い
児
就

学
相
談
委
員
会
に
よ
る
相
談
会
（
９
〜

　

月
に
実
施
予
定
）
を
通
し
て
、
児
童

１０の
就
学
に
つ
い
て
保
護
者
の
方
と
と
も

に
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

相
談
申
し
込
み
の
受
け
付
け
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ご
都
合
の
よ
い
時
間
に

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、

８
月　

日
ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
下
さ

２２

い
。

○
受
付
日
時　

８
月　

日
（
月
）
午
前

２６

９
時
〜　

時　

分
、
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

３０

４
時

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
４
階
会
議
室

※
愛
の
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
あ

る
方
は
お
持
ち
下
さ
い
。
お
子
さ
ん
は

同
伴
で
な
く
て
結
構
で
す
。

　

中
学
校
進
学
に
つ
い
て
の
相
談
申
し

込
み
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。

※
障
が
い
の
様
子
に
応
じ
た
学
校
や
学

級
が
あ
り
ま
す
の
で
、
見
学
等
に
つ
い

て
も
ご
相
談
下
さ
い
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
８
０

平成１４年 ９月１日～平成１５年８月３１日適用期間

平成１３年中収入（所得）収入期間

５人４人３人２人１人０人扶養親族等の数所
得
制
限
額

５,５０４５,１２４４,７４４４,３６４３,９８４３,６０４基　準　額

７,４４９７,０２７６,６０４６,１３２５,６５６５,１８０給与収入換算額

○障 所得制限基準額 （単位：千円）

＊基準額を超える方は対象になりません。
＊２０歳未満の方は国民健康保険法による世帯主または組合員等の所得です。
＊２０歳以上の方は、障がい者ご本人の所得です。

自

然

休

暇

村

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
予
約
で
き
る
の
は
、
市
内
在

住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半

数
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

○
申
し
込
み　

９
月
２
日
午
前
８
時

　

分
〜
９
時
の
間
に
、
大
地
沢
青
少

３０年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８
０

０
）
へ
お
電
話
い
た
だ
い
た
方
を
同

着
と
み
な
し
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、
午
前　

時
１０

　

分
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。
午
前　

３０

１０

時　

分
以
降
は
電
話
先
着
順
の
受
付

３０
と
な
り
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
方
は
、
「
相
模
原
市

民
た
て
し
な
自
然
の
村
」
（
長
野
県

北
佐
久
郡
立
科
町－

女
神
湖
の
近

く
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は（
財
）

相
模
原
市
都
市
整
備
公
社
・
け
や
き

会
館
（
11
０
４
２
・
７
５
３
・
３
３

３
３
）
へ
。

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

弔
慰
金
・
見
舞
金
を

支

給

し

ま

す

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
旧
軍
人
軍
属

等
で
あ
っ
た
方
及
び
そ
の
遺
族
の
方
に

訪
問
看
護
説
明
会

無
料
専
門
相
談

法
律
・
税
務
・
登
記

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

介

護

の

講

座

ひ
な
た
村
利
用
予
約

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

３
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
利
用
者

の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。９
月
１
日（
日
）

午
前
９
時
ま
で
に
使
用
料
金
を
お
つ
り

の
な
い
よ
う
に
お
持
ち
に
な
り
、
ひ
な

た
村
へ
お
集
ま
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
２
日
、
５
日
〜
９
日
、　

日
は

２９

主
催
事
業
等
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
金
銭
を
徴
収
し
て
の

催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　
　

月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
利

１１

用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
９
月
１

日
（
日
）
午
前　

時
ま
で
に
ひ
な
た
村

１０

へ
お
集
ま
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
２
日
〜
４
日
、９
日
、　

日
、

１０

　

日
は
主
催
事
業
等
の
た
め
利
用
で
き

２３ま
せ
ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
ひ
な
た
村
は
、
毎
週
火
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

町
田
市
市
民
意
識
調
査

に

ご

協

力

を

９
月
３
日
（
火
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

９
月
５
日
（
木
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

９
月　

日
（
火
）
＝
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

１０

９
月　

日
（
木
）
＝
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

１２

９
月　

日
（
火
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

１７

　

教
育
相
談
所
で
は
、
毎
月
出
張

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
、非
行
、勉
強
や
進
路
の

悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で
お

困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
お
答

え
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
相
談
希
望
の
方
は
、
前
も
っ
て

電
話
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

教
育
相
談
所
11
７
２
３
・
４
３

９
６

　夏休みの週末になると、公園でバク
チクや打ち上げ花火で遊ぶ利用者が目
立つようになり、騒音等に対する改善
要望が多く寄せられます。
　公園の近隣住民の方は、バクチクや
打ち上げ花火の出す騒音や大きな話声
による騒音、打ち損じの花火によるも
らい火の危険性等に日夜悩み、また大
変迷惑を受けています。夜間の公園で
は騒がないで下さい。
　公園の利用は近隣住民のことも考え
て、マナーを守って利用しましょう。
　ご協力をお願いします。
□問 公園緑地課11７９３・７６１１

公園でのバクチクや打ち上げ花火�
夜間の大声での会話はやめましょう�
公園でのバクチクや打ち上げ花火�
夜間の大声での会話はやめましょう�

自然休暇村１１月分の利用�

大地沢青少年センター　�
　　　　　　　　　　　　１２月分の利用�

９月２日から受付開始�

◎予約は全て電話受付です。�

出張
教育相談

皆
さ
ん
が
主
体
で
、
街
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か　！

夏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
ピ
ー
ク
で
す

こ
そ

エ
ネ

を　
　
！

７
２
４
・
２
７
１
１

※１回だけの申し込みも可。

介護の講座日程表
定員講師内容日　時

１８８人作家・
沖藤典子 氏

基調講演「一人で悩まないで　
家庭も自分も大切にする介護」

９月１７日（火）
午後２時～４時

４８人社会福祉士・
西潟正明 氏

講座「家族介護から社会的介
護へ～制度編」－公的サービ
スを知っておこう－

９月２５日（水）
午後２時～４時

４８人
ケアマネー
ジャー・
滝波順子 氏

講座「介護ストレスと無理の
ない介護～実践編」

１０月２日（水）
午前１０時～正午

！


